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農業体験をする倉岡小学校（宮崎市）の子どもたち。
綾の大地や人々と触れ合いながら、「食」「命」の大切さを学ぶプロジェクトが進んでいます。

［特集］
農業を通して
多くのふれあい･学びの機会を
～子ども農山漁村交流プロジェクト～



大
自
然
に
囲
ま
れ
、
地
域

の
絆
が
強
い
私
た
ち

の
ま
ち
・
綾
町
。
し
か
し
、
子

ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は

都
会
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。
自
然
の
中
で
の
遊
び

や
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
な

ど
、
学
校
の
外
で
の
学
び
や
体

験
の
場
が
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
子
ど
も
時
代
の
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
に
よ
っ
て
身
に
付
く
社

会
性
や
知
恵
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
の
で
は
、
と
い
う
危
機
感
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
大
人
た

ち
と
ふ
れ
あ
い
、
農
業
や
自
然
体

験
、
宿
泊
体
験
な
ど
通
し
て
「
生

き
る
力
」
を
つ
け
て
い
く
こ
と
。

そ
し
て
、
農
山
村
の
持
続
的
な
発

展
を
担
う
意
欲
や
活
力
が
地
域
で

育
ま
れ
る
こ
と
を
狙
い
、
綾
町
で

は
平
成
26
年
度
か
ら
子
ど
も
農
山

漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
み
始
め
ま
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
農
林

水
産
省
、
文
部
科
学
省
、
総
務

省
の
支
援
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
学
ぶ
意
欲
や
思
い
や
り
の

心
な
ど
を
育
み
、
力
強
い
成
長

を
支
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
小
学
校
に
お
け
る
農
山
漁

村
で
の
長
期
宿
泊
体
験
活
動
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。

　
26
年
度
は
、
子
ど
も
た
ち
の

農
業
体
験
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
日
向
市
の
団
体
「
財
光

寺
農
業
小
学
校
」
と
連
携
し

て
、
同
市
在
住
の
約
20
人
の
児

童
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
上
畑
公
民
館
に
宿
泊

し
、
地
元
の
農
家
や
公
民
館
長

ら
の
指
導
や
協
力
の
も
と
、
３

日
間
に
わ
た
っ
て
農
業
体
験
や

地
域
め
ぐ
り
、
和
歌
づ
く
り
な

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

27
年
度
は
夏
～
秋
に
か
け

て
、
日
向
市
の
財
光
寺
農
業
小

学
校
と
大
王
谷
農
業
小
学
校
、

宮
崎
市
の
小
戸
小
学
校
、
倉
岡

小
学
校
の
児
童
・
教
諭
ら
合
計

約
１
０
０
人
が
参
加
。
綾
南
川

で
の
カ
ヌ
ー
体
験
や
吊
橋
周
辺

の
森
林
散
策
、
ナ
イ
ト
ハ
イ
キ

ン
グ
、
ニ
ン
ジ
ン
の
間
引
き
、

食
事
づ
く
り
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

上畑公民館に宿泊しながら学ぶ日向市の
子どもたち（平成 26年 11月）

子どもたちに有機農業や農作業の手順を説明する
地元農家の北野将秀さん（平成 27年 11月）

交流拡大と農家民泊や産業観光の展開を目指し、地元住民の取り組みが広がっています

農
業
を
通
し
て

多
く
の
ふ
れ
あ
い･

学
び
の
機
会
を

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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子
ど
も
た
ち
は
「
有
機
農

業
っ
て
何
？
」「
ど
う
し
て
間

引
き
す
る
の
？
」「
お
い
し
い

野
菜
の
選
び
方
を
教
え
て
」
な

ど
、
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
の
表
情

で
地
元
の
大
人
た
ち
を
質
問
攻

め
に
。「
日
ご
ろ
食
べ
て
い
る

野
菜
が
、
手
間
暇
か
け
て
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
」「
と
れ
た
て
の
野
菜
は
甘

い
！
」「
農
家
さ
ん
の
話
が
お

も
し
ろ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
感
想
も
寄
せ
ら
れ
、

食
の
大
切
さ
、
命
の
大
切
さ
を

実
感
し
た
様
子
で
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
体
験
の
指
導
に

あ
た
っ
た
北
野
将
秀
さ
ん
（
立

町
地
区
）
は
「
親
が
農
家
と
い

う
子
ど
も
が
ほ
と
ん
ど
お
ら

ず
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
農

業
の
存
在
が
と
て
も
遠
い
と
い

う
現
状
に
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
」
と
強
い
危
機
感
を
感
じ
な

が
ら
も
、「
こ
う
し
た
経
験
が

彼
ら
の
記
憶
に
残
る
こ
と
が
、

未
来
の
農
業
へ
の
希
望
に
つ
な

が
る
と
思
う
ん
で
す
」
と
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
主

体
と
し
て
誘
致
・
受
入
活
動
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
教
育
フ
ァ
ー

ム
宮
崎
・
綾
」
代
表
の
奥
誠
司

さ
ん
（
立
町
地
区
）
は
「
自
治

公
民
館
と
の
協
力
体
制
の
強
化

が
図
ら
れ
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

づ
く
り
や
運
営
を
担
う
人
材
も

育
っ
て
き
て
い
ま
す
。
町
外
の

小
学
校
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

広
が
り
つ
つ
あ
り
、
交
流
人
口

を
増
や
す
こ
と
で
、
農
山
村
集

落
の
活
性
化
が
期
待
で
き
る
と

い
う
感
触
を
得
て
い
ま
す
。
何

よ
り
も
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

『
農
』『
食
』『
自
然
』
を
通
し

た
命
の
授
業
が
い
か
に
重
要

か
。
子
ど
も
た
ち
の
キ
ラ
キ
ラ

し
た
目
を
見
て
い
る
と
、
責
任

と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　
28
年
度
は
、
地
元
の
子
ど
も

た
ち
と
町
外
の
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
や
、
公
民
館
宿
泊
な
ど

を
軸
に
、
交
流
の
拡
大
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
「
綾
・
農
業
寺
子

屋
」
や
、
町
内
外
の
団
体
の
農

業
体
験
受
け
入
れ
な
ど
「
農
」

を
核
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

が
根
付
き
始
め
て
い
る
綾
町
。

民
泊
の
展
開
や
体
験
指
導
者
の

育
成
、
多
様
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー

の
企
画
な
ど
が
、
産
業
観
光
や

交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る

こ
と
を
目
指
し
、
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。（

企
画
財
政
課
）

カナディアンカヌー体験や水上スキー体験など
多彩な交流プログラム

錦原の畑でニンジンを間引く倉岡小学校
（宮崎市）の児童

日向市の子どもたちと綾農業寺子屋の児童の餅つき交流（平成 27年 11月）

子どもたちの成長がめざましい綾農業寺子屋 本事業のコーディネーターとして
「命」の大切さを伝える奥誠司さん

（
企
画
財
政
課
）

本事業のコーディネーターとして
「命」の大切さを伝える奥誠司さん
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確定申告書の提出は自分で書いてお早めに!

住民税の申告が近づきました ～税の申告はお早めに～

　平成 27 年分所得税の確定申告記載会場が２月 16日（火）からカリーノ宮崎で開設されます。申告
期限は３月 15 日（火）ですが、期限間近には窓口が大変混雑します。「所得税の確定申告の手引き」
を参考に、昨年１年間の所得と税額を正しく計算して記載し、早めに申告と納税を行ってください。
確定申告書の提出は郵送でもできます。
　
　● e-Tax（国税電子申告・納税システム）をご利用ください

　e-Tax は自宅や事務所からインターネットを利用して申告、納税、申請・届け出などの手続
きができるシステムです。利用に当たっては、事前に利用開始のための手続きが必要です。

　● 所得税・消費税・贈与税の申告記載会場の開設
　宮崎税務署による所得税・消費税・贈与税の申告会場が開設されます。還付申告に関する記
載相談、申告書の受付ができます。なお、無料駐車場はありませんので、公共の交通機関をご
利用ください。

　平成 27 年分（平成 27 年１月１日～ 12 月 31 日）の収入に基づく住民税の申告を、２月 16 日（火）
～３月 15 日（火）に行います。申告がない場合は、保育所入所、公営住宅の入居、介護保険、奨
学資金貸付などに必要な証明書を発行できない場合があります。もれのないよう必ず期限内に申告
してください。

　● 申告が必要な人
　平成 28 年１月１日現在で町内に住んでいるすべての人は、収入の有無にかか
わ ら ず 住 民 税 申 告 が 必 要 で す。 前 年 中（ 平 成 27 年 １ ～ 12 月 ） の 所 得 が 給 与 所
得のみで年末調整を済ませた人や、平成 27 年分の確定申告書を税務署に提出す
る人は必要ありませんが、次に該当する場合は申告が必要です。

お知らせ
　　　　　＆情報 2月

記載内容 受付期間 場所

所得税
消費税
贈与税

２月１６日（火）～３月１５日（火）
時間／午前９時～午後４時
土・日曜日は除く。ただし、２月21日（日）、28日（日）は開設 カリーノ宮崎９階

（宮崎市橘通東４- ８- １）
宮崎中央郵便局　横税理士会

による
無料相談

２月１０日（水）～１５日（月）
時間／午前９時～午後３時
土・日曜日及び祝日は除く
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〜お知らせ＆情報〜

・給与所得以外に所得があった人
・給与所得の人でも、医療費控除や雑損控除を受けようとする人

　● 移動申告受付をご利用ください
　該当する日時に必要書類をご持参ください。なお、申告期間の後半は混雑が予
想されますのでできる限り地区指定の期日に申告してください。申告時に必要な
ものは次の通りです。
① 所得の決定、経費の算定に必要な書類（帳簿・源泉徴収票・経費の領収書・固
　 定資産税の納税通知書など）
② 生命保険、企業年金、地震保険、傷害保険支払証明書、国民年金・国民健康保険
　  税納入証明書
③ 印かん、国民健康保険証
　 ※国民年金および国民健康保険税などの納入証明の提示もしくは添付が必要

　
　● 日曜日に申告相談会場を開設します

　２月 21 日（日）、28 日（日）は申告相談会場を開設します。当日は混雑が予想されるため、
主に平日には仕事などで来られない人を対象に受付を行います。ご協力をお願いします。
時間／２月 21日　午前９時～ 10時 30分、午後１時 30分～４時
　　　２月 28日　午前９時～ 11時、午後１時 30分～４時
場所／役場ロビー会議室
注意／午前、午後それぞれ40人が受付定員です。午前８時30分に役場玄関を開けますので、順番にお並びください。
定員になり次第締め切ります。また、申告できなかった場合は、次の方法で申告してください。
① 全地区受付対象の日に申告　②宮崎市内のカリーノ会場で申告　③郵送または e-Taxで申告

※日曜日は混乱を避けるため、
　定員制（午前・午後各40人）で受付

平成 27年分所得税・住民税申告受付日程表
２月 3 月

日付 地区名 受付時間 場所 日付 地区名 受付時間 場所

16（火） 倉輪 9:30 ～ 10:30 倉輪公民館 1（火） 神下 9:00 ～ 11:00

役場会議室

二反野 13:30 ～ 15:30 二反野公民館 13:30 ～ 16:00

17（水） 竹野 9:30 ～ 10:30 竹野公民館 2（水） 揚町 9:00 ～ 11:00
杢道 13:30 ～ 15:30 杢道公民館 13:30 ～ 16:00

18（木） 久木野々 9:30 ～ 10:30 久木野々公民館 3（木） 西中坪 9:00 ～ 11:00
上畑 13:30 ～ 15:30 上畑公民館 13:30 ～ 16:00

19（金） 尾立 9:00 ～ 10:30 尾立公民館 4（金） 南麓 9:00 ～ 11:00
宮谷 13:30 ～ 15:30 宮谷公民館 13:30 ～ 16:00

21（日） 全地区 9:00 ～ 10:30 役場会議室 7（月） 昭和・割付 9:00 ～ 11:00
13:30 ～ 16:00 13:30 ～ 16:00

22（月） 北麓 9:00 ～ 11:00 北麓公民館 8（火）

全地区
9:00 ～ 11:00

および
13:30 ～ 16:00

13:30 ～ 16:00

23（火） 古屋 9:00 ～ 11:00 尾原公民館 9（水）13:30 ～ 16:00

24（水） 麓 9:00 ～ 11:00

役場会議室

10（木）13:30 ～ 16:00

25（木） 宮原 9:00 ～ 11:00 11（金）13:30 ～ 16:00

26（金） 四枝 9:00 ～ 11:00 14（月）中堂 13:30 ～ 16:00

28（日） 全地区 9:00 ～ 11:00 15（火）13:30 ～ 16:00

29（月） 立町 9:00 ～ 11:00
東中坪 13:30 ～ 16:00

■問い合わせ先 /総務税政課町税係　☎77-1113
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〜お知らせ＆情報〜

斜め横断は絶対にやめましょう！

綾雛山まつり

　道路の斜め横断は、死亡事故に繋がるケースが以前から指摘さ
れています。
　道路を直角に横断するのと斜め横断をするのとを比較すると、
斜め横断の場合は、横断する距離が長くなるため道路上にいる時
間も長くなります。自動車が遠くにあると認識して渡り始めたと
しても、渡り終えると同時に自動車が通過するという経験はあり
ませんか。
　特に、高齢者は歩行速度が落ちることから、道路を渡り終える
寸前の事故が多くなっており、残念ながらその多くは死亡事故に
なっています。
　道路を横断するときは、左右確認はもちろん、斜め横断は絶対
しないように心掛けましょう！

（町民生活課　☎77-3465）

　初春を飾る「綾雛山まつり」が次のとおり開催されます。町内
約 20 カ所で雛山が制作され、毎年好評のスタンプラリーも行わ
れます。ぜひご家族おそろいでお越しください。

開催期間／２月 20 日 ( 土 ) ～３月３日 ( 木 )

開催場所／中央通り商店街ほか

イベント（内容は変更になる場合があります）

スタンプラリー（抽選会場／南麓公民館）とお茶処（南麓公民館）は期間中毎日開催します。
雛山設置場所・期間・時間など詳細については、マップをご覧ください。

■問い合わせ先 /綾町商工会　☎77-0017

日 時 場 所 内 容

２月 20 日 ( 土 ) 午前 10 時～ 南麓公民館 オープニングセレモニー

２月 20 日 ( 土 ) 午前 11 時～ 手づくりほんものセンター 七草がゆのふるまい　※ 400食限定

２月 21 日 ( 日 ) 午後 １時～ 南麓公民館 だご汁ふるまい　※ 200食限定

２月 27 日 ( 土 ) 午前 11 時～ 綾神社 人形供養祭（供養料 2,000 円）

２月 27 日 ( 土 ) 午後 １時～ 南麓公民館 だご汁ふるまい　※ 200食限定

２月 28 日 ( 日 ) 午前 10 時 30 分～ 南麓公民館 十二単の公開着付け

２月 28 日 ( 日 ) 午後１時 30 分～ 中央通 綾雛行列（お内裏さまと十二単のお雛さま、かわいい子
どもたちの稚児行列）
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〜お知らせ＆情報〜

春季キャンプ情報

第９回恋人の聖地「綾町・照葉短歌賞」作品を募集

　Ｊリーグの５チームなどが綾町で春季キャンプを行います。ぜひ応援にお出かけください。
　なお、トレーニングや練習試合などの詳細は、各チームのホームページなどでご確認ください。

　酒泉の杜にある「恋人の聖地」にちなんで「愛」「恋」をテーマにした短歌作品を募集します。
受賞者は５月に表彰予定です。

● 応募締切／３月３日（木）
● 応募点数／未発表作品１人１首
● 選　　者／伊藤一彦さん（歌人・現代歌人協会理事）
● 応募方法／はがきに応募作品と ①郵便番号 ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤学校名・学年（学生のみ）
 　　　　　　⑥電話番号を明記し、郵送してください。役場窓口、メールでも受け付けます。
● 応 募 先／〒 880-1392　綾町産業観光課「照葉短歌賞」係
　　　　　　 メールアドレス teruhatanka@town.aya.lg.jp
　　　　　　 役場窓口は土・日・祝日を除く午前８時 30 分～午後５時 15 分
● 表 彰 式／５月１日（日）に酒泉の杜・恋人の聖地で実施

■問い合わせ先 /産業観光課　☎77-3464

■問い合わせ先 /産業観光課　☎77-3464

Ｊリーグチームキャンプ日程

野球キャンプ日程

チーム 期　間 主なトレーニング場所

川崎フロンターレ 1 月 21 日（木）～　　30日（土） 錦原運動公園サッカー場

ガンバ大阪 1 月 31 日（日）～ 2 月 7 日（日） 錦原運動公園サッカー場

ヴァンフォーレ甲府 2 月 1 日（月）～　　13 日（土） 小田爪運動公園陸上競技場

町田ゼルビア 2 月 1 日（月）～　　10 日（水） てるはふれあい広場

レノファ山口 2 月 14 日（日）～　　19 日（金） 小田爪運動公園陸上競技場

チーム 期　間 主なトレーニング場所

東京ガス硬式野球部 ２月 11 日（木）～　　24 日（水） 錦原運動公園野球場



aya style　8

〜お知らせ＆情報〜

－みんなで支え合おう－　見守りのすすめ

平成28年度 綾町児童クラブ会員募集

　核家族化や高齢化が進み、高齢者のひとり暮らしや夫婦世帯が増え
ています。また人間関係の希薄化に伴い、「地域からの孤立」が大き
な社会問題となっています。近ごろは、児童虐待や児童を狙った犯罪
なども多発しています。

対 策
　「何かあっても近くに頼れる人がいない」「他人に迷惑はかけられな
い」と思っている人がいます。周囲で心当たりはありませんか。その
ような人々の「声にならない声」に耳を傾けていくことが「見守り活
動」です。
　近所で気になる人、心配な人の対応を行政の力だけに頼らず、最も身近にいる皆さんがお互いに助け合っ
ていき、勇気をもって声を掛けましょう。

（福祉保健課　☎77-1114）

　入会を希望する児童の保護者は、次の事項を確認のう
え申し込みをしてください。
　児童クラブとは、保護者が仕事や病気などの理由で面
倒をみられない場合、小学校低学年児童（放課後児童）
に児童館や役場裏公園で健全な遊びを通して健やかな発
達を促すことを目的に、綾町が平成７年から開設してい
るものです。

対象児童／小学1~3年生
開設期間／平成28年4月1日~平成29年3月31日
活動時間／下校時から午後6時まで

 ※夏休み、冬休み、春休み、学校行事振替などの休校日は午前8時~午後6時
申込方法／役場窓口または児童館で「入会申請書」と「就労（自営）証明書」を受け取り、必要事項を記入のうえ、  

　児童館へ直接提出してください（役場窓口では受け付けできません）
 ※申請書類は、2月1日（月）から配布

申込期間／ 2月12日（金）~3月10日（木）　※定員（70人）に達した場合、申込期間内でも締め切ります
そ の 他 ／利用料無用（ただし傷害保険、教材費（実費）及びおやつ代は保護者負担／休校日などは弁当が必要）

 ※アレルギー（食物アレルギーなど）がある児童は、医師の診断書が必要

■問い合わせ先 /綾町児童館　☎77-1279
福祉保健課　☎77-1114
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〜お知らせ＆情報〜

後期高齢者障がい認定について

想いをかたちに　はたちの献血

　65~74 歳までで一定の障がいを持つ人は、申請により後期高齢者医療制度に加入することができます。
認定されると病院の窓口での負担が 1 割（一定以上の所得の人は 3 割）となります。
　なお、後期高齢者医療制度に加入すると、受けられる給付や支払う保険料などがそれまで加入していた
健康保険と異なってきますので、事前にご相談ください。

認定できる障害の範囲
　1. 障害年金などの受給者であり国民年金証書 1・2 級の人
　2. 身体障害者手帳 1・2・3 級の人および 4 級の一部（音声機能・言語機能・下肢障害の一部）の人
　3. 精神障害者保健福祉手帳 1・2 級の人
　4. 療育手帳 A の人

申請に必要なもの
　障害者手帳（年金証書）などの写し、印かん、現在お持ちの保険証、マイナンバー通知カード

■問い合わせ先 /福祉保健課　☎77-1114

献血方法別の採血基準

※ 65歳以上の献血については、献血する人の健康を考え 60～ 64歳の間に献血経験がある人に限ります

　冬は体調を崩す人が多く、献血者が減少する傾向があることか
ら、新たに成人式を迎える「はたち」の若者を中心に、安全な血
液製剤を安定的に確保するため、毎年１～２月に「はたちの献血」
キャンペーンを実施しています。
　有効期間が採血後４日間である血小板成分献血が特に不足しが
ちとなりますので、皆さんのご協力をお願いします（成分献血は
宮崎市のカリーノで行っています）。

成分献血 全血献血
血しょう成分献血 血小板成分献血 200mL 献血 400 ｍ L 献血

年齢 18~69 歳※ 18~54 歳 16~69 歳※ 18~69 歳※
体重 男性 45kg 以上・女性 40kg 以上 男女とも 50kg 以上

年間献血回数 血小板成分献血 1 回を 2 回分に換算して
血しょう成分献血と合計で 24 回以内

男性 6 回以内
女性 4 回以内

男性 3 回以内
女性 2 回以内

　町総ぐるみ献血参加運動として次のとおり献血を実施します。ご協力いただいた人には記念品を差し
上げます。輸血が必要な人を一人でも多く救うため、皆さんのご協力をお願いします。
日時 /2月 5日（金）　午前 9時 30分 ~正午、午後 1時 30分 ~4時 30分
場所 /綾手づくりほんものセンター駐車場
献血対象 /全血献血（400mL）

■問い合わせ先 /福祉保健課　☎77-1114



２月の行事イベント　

■と　き／午前 9 時 30 分〜 11 時 30 分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／豆まき

皆の健康を願って豆まきをしましょう。かわい
い鬼さんも遊びに来ますよ !

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■と　き／午前 9 時 30 分〜 11 時 30 分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／ひな人形づくり

ひな祭りに手作りのおひなさまを飾ってお祝い
しましょう。材料はセンターで準備します。

　　　
■と　き／午前 9 時 30 分〜 11 時 30 分
■ところ／町公民館調理室
■内　容／料理講習

保育所の給食の中から人気のメニューを教えて
いただきます。準備の都合がありますので、事
前申し込みが必要です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■と　き／午前 10 時〜 11 時 30 分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／ 2 月生まれのお友だちの誕生会

対象児にはハガキでお知らせしています。
ハガキが届かない人はご連絡ください。

冬に流行する
感染性胃腸炎・インフルエンザは
疑いの段階でも早めの受診を！

☎77-1154子育て支援センター

　毎年のように流行す
る、感染性胃腸炎とイ
ンフルエンザですが、
感染性胃腸炎は「おな
かにくる風邪」でイン
フルエンザは「呼吸器
系にくる風邪」ともい
われています。どちら
も感染力が強く、潜伏
期間が短いために、0
〜 2 歳でも流行しやすいものです。
　ふつうの風邪よりもおう吐や下痢、発熱の
症状が強く、体の小さな 0 〜 2 歳は非常に体
力を消耗します。また、脱水を起こす可能性
が高いのも特徴です。おう吐などが見られた
ら、感染かどうか判断できなくても医師の診
察を受けましょう。

「手洗い」が予防の基本
　免疫力の強い病気でも
最も有効な予防法は、手
洗いです。まだ、丁寧な
手洗いが難しいので「ばい
菌やっつけようね !」「き
れいに洗おうね」などと声
をかけて援助をしましょ

う。子どもに手洗いの意識が芽生えます。う
がいはまだ難しいですが、お茶を一杯飲むこ
とで、のどの粘膜が潤いウイルスの防御に役
立ちます。習慣づけていきましょう。

親子あそび
みんなで「大きなかぶ」の劇を
楽しみました！

今月のPHOTO

３日（水)	 わくわく広場

10日（水）	 親子教室「コアラ」

17日（水）	 ゆったり子育て教室

24日（水）	 誕生会

お誕生おめでとう
12月31日までに受付のあった子どもさんです

日髙　心満 [女] H27.12.4
（ひだか しま） 保護者：辰弥さん　 [宮原]

上村　和輝 [男] H27.12.4
（かみむら かずき） 保護者：英輔さん [昭和]

藤島　美郷 [女] H27.12.11
（ふじしま みさと） 保護者：裕輔さん　 [南麓]
髙山　律 [男] H27.12.21

（たかやま りつ） 保護者：勇一さん　 [南麓]
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　27 年度の特定健診の未受診者
を対象に、最後の特定健診を行い
ます。自分の体の状態を知るため
に受診しましょう。

■とき／ 3月 11日（金）、12日（土）
■対象／ 40〜 74歳の国民健康保険加入者
■料金／ 500円

　「仲間が集い、語り合うことで心が軽くなるよう
に」「不妊と向かい合い自分らしい選択が自然にで
きるように」という思いから開催します。
　話が苦手な人は聞いているだけでも構いません。
匿名の参加も可能で、秘密は守られます。気軽にご
参加ください。

■日時／ 2月 10日（水）午後 1時 30分〜 3時
■会場／県総合保健センター 5階研修室 C
　　　　（宮崎市霧島町 1-1-2）
■対象／不妊に悩んでいる人
■参加費／無料
■問い合わせ先／中央保健所健康づくり課
　　　　　　　　☎ 28-2111

綾町では一般不妊治療、特定不妊治療の助成を
行っています。詳細は健康センターまでお問い
合わせください（担当／菊池）。

無医地区巡回診療
広沢地区
　19日（金）	13:00〜14:00
倉輪地区
　26日（金）	13:00〜14:00

宮崎県支部

妊婦・乳児に関する検診・相談　　　 特定健康診査

不妊に悩む人のための交流会　　　

フレッシュ健診　　　　　　　　　

乳児相談（おっぱい・育児相談）
■とき／ 2月 19日（金）午後 1時〜
■対象／乳児と母親

幼児歯科検診
■とき／ 2月 22日（月）午後 1時〜
■対象／平成 24年 12月生
　　　　平成 25年 1、6、7、12月生
　　　　平成 26年 1、12月生
　　　　平成 27年 1月生

3 歳 6 カ月児健康診査
■とき／ 2月 12日（金）
■対象／平成 24年 6、7、8月生および未受診者

離乳食教室①（4 カ月児）
■とき／ 2月 25日（木）午後 1時〜

　20 〜 39 歳までの人を対象に、フレッシュ健診を
行います。ぜひ、この機会に自分の体の状態をチェッ
クしてみてください。
　なお、受診人数に限りがありますので、早めに申
し込みください。

■とき／ 3月 11日（金）、12日（土）
■対象／ 20〜 39歳の人
■料金／ 500円
■内容／ 問診、身体測定、身体診察、血圧、血液

検査など
　申込者には事前に自宅へ受診票を送付します。

届かない場合は健康センターにご連絡ください。

生活習慣病の予防は早く始めることが有効なた
め、綾町では若い人たちの健診を積極的に行っ
ています。

お達者クラブ(2月)
集合場所:各自治公民館
開始時間:午前9時30分〜

実 施 日 地 区 実 施 日 地 区
2日（火） 中 堂 17日（水） 揚 町
4日（木） 上畑・宮谷 18日（木） 四枝・西中坪
5日（金） 古屋・南麓 18日（木） 麓
8日（月） 立 町 19日（金） 北 麓
9日（火） 尾 立 23日（火） 宮 原
12日（金） 神 下 26日（金） 東 中 坪
16日（火） 二 反 野 ※麓地区は健康講座を行います。

☎77-0195健康センター
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[一般書]
・幕末・明治を生きた女性たち
・18きっぷ
・歯の豆辞典
・優しいライオン
・陽気なギャングは三つ数えろ
	 伊坂	幸太郎／著
・内房線の猫たち	 西村	京太郎／著

[児童書]
・14歳からの宇宙論
・頭の骨
・目と耳でおぼえるかんじ絵ずかん
・きょうしつはおばけがいっぱい
	 さとう	まきこ／著
・スプーンは知っている	 新藤	悦子／著
・オニのサラリーマン	
・はっきょいどーん	
・もうぬげない	

※ほかにもたくさんの本が入っています

おすすめの本

幼児子育て中の皆さんへ !
　図書館では、たくさんの親子連れを目にしま
す。そんな子育て真っ最中の皆さんへ。
　絵本は、子育てに不安を感じたとき、あるい
はこんな子に育って欲しいと願うときなど、育
児のいろいろな場面で
何かを示唆してくれます。
　例えば「まんげつのよ
るで待ちなさい」という
絵本は、「待つこと・待
たせることの大切さ」を
教えてくれる本です。
　絵本は、素晴らしい
教育の書です。子育て
の糸口が見つけられる
かもしれませんよ。

ひとことひとこと館長の館長の
図書館まつりを開催
　昨年 11 月 29 日に図書館まつ
りを開催しました。リサイクル
市、布絵本の展示、オカリナと
ギターの演奏、絵本作家・鈴木
まもるさんのおはなし会などが
あり、多くの人にご来館いただ
きました。ありがとうございま
した。

■読書感想文・感想画作品展
展示期間／ 2 月 2 日（火）〜 28 日（日）
小中学生の感想文（コンクール入賞者）と、保育所・
幼稚園児の感想画作品を展示します。
■ビブリオバトル

日時／ 2 月 11 日（木）午後 1 時 30 分開始
対象／中学生、高校生、一般
皆さん、ぜひご参加ください !
■おはなし会　　　

日時／毎週土曜日　午後 2 時〜 2 時 30 分
■子ども映写会（毎月第 3 土曜日）

日時／ 2 月 20 日（土）午後 2 時 30 分〜 4 時
上映作品／アイスエイジ 2
■てるはおはなし会（毎月第 3 日曜日・雨天中止）

日時／ 2 月 21 日（日）午前 11 時 30 分
場所／ほんものセンター前広場

　学習・視聴覚室には、150 インチのスクリーンや
長机 15 台、イス 60 脚があります。会議や上映会な
どにぜひご利用ください。
　ご利用の際は、図書館カウンターでお申し込みく
ださい。

11月のイベント報告

２月のイベント

学習・視聴覚室利用のご案内

2月の休館 毎週月曜日

☎77-0180綾てるは図書館
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問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

　
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

　
☎
77
－
3
4
8
2

　

ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
で
は
、
生
物
の

多
様
性
を
軸
に「
保
全
機
能
」「
地
域
経
済
の

発
展
」「
学
術
的
研
究
支
援
」の
3
つ
を
基

本
方
針
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で

「
地
域
経
済
の
発
展
」と
い
う
点
で
は
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
継
続
し
な
が
ら
、
経
済

的
な
発
展
を
目
指
し
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室
で
は
、

綾
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
と
連
携
し
て
、
エ
コ
パ
ー
ク
の
ま
ち
に

ふ
さ
わ
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
認
定
し
て

P
R
し
て
い
く
新
た
な
取
り
組
み
を
開
始
し

ま
す
。

　
綾
町
産
の
原
材
料
を
使
用
し
た
商
品
や
加

工
が
町
内
で
行
わ
れ
て
い
る
商
品
、
工
芸

品
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

「
綾
エ
コ
パ
ー
ク
ほ
ん
も
の
倶
楽
部
」の
認
定

商
品
と
し
て
審
査
し
、
登
録
さ
れ
た
商
品
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
で
宣
伝

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　綾
エ
コ
パ
ー
ク
ほ
ん
も
の
倶
楽
部

　
　
　
　
　綾
町
産
の
商
品
な
ど
を
認
定
し
P
R

コラム

綾エコパーク
ほんもの倶楽部の

ロゴマーク
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［
解
説
］生
涯
学
習
講
座「
俳
句
教
室
」
　講
師
　本
村
　蠻

文
芸
の

　
　
　
　

ひ
ろ
ば

町
生
涯
学
習

　

「
俳
句
」教
室
受
講
生
の
作
品

山
元　
俊
子
さ
ん
（
麓
地
区
）

　

時
雨
の
句
で
あ
る
。「
片
時
雨
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る

と
お
り
、
時
雨
は
限
ら
れ
た
地
域
に
、
ぱ
ら
ぱ
ら
と
少
時

間
降
る
。
こ
の
句
、
麓
の
村
は
晴
れ
て
い
る
の
に
山
は
時

雨
れ
て
い
る
。
初
冬
の
よ
く
見
か
け
る
情
景
を
捉
え
て
、

滑
ら
か
な
リ
ズ
ム
も
い
い
。

村
は
晴
れ
山
は
雨
降
る
十
二
月

堅
元
カ
ツ
子
さ
ん
（
四
枝
地
区
）

　

す
っ
か
り
落
葉
を
尽
く
し
た
木
立
の
向
こ
う
、
西
空

に
は
、
つ
か
の
間
の
冬
夕
焼
け
の
名
残
が
う
っ
す
ら
あ

る
片
雲
が
。
眼
前
の
黒
々
と
立
つ
木
々
の
幹
、
彼
方
残

照
の
紅

く
れ
な
い。
逆
光
の
情
景
を
絵
画
的
な
構
図
で
描
い
た
作
。

葉
を
落
と
し
木
々
の
透
き
間
の
茜
雲

　
第
5
回「
青
の
国
」若
山
牧
水
短
歌
大
会（
日
向
市
な
ど
主
催
）の
表
彰
式
は
、
12
月
20
日
に
日
向
市
で

行
わ
れ
、「
一
般
の
部
」全
7
6
3
首
の
中
か
ら
綾
町
の
6
人
に
よ
る
7
作
品
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
5
回「
青
の
国
」若
山
牧
水
短
歌
大
会

［
入
選
者
と
作
品
］

一
般
の
部
・
自
由
題

⃝
優
秀
賞

 

「俺
が
先
」な
ん
て
元
気
な
夫
が
言
う
淋
し
が
り
屋
は
遺
し
は
し
ま
せ
ん

鈴
木
み
ち
子
さ
ん（
昭
和
地
区
）

⃝
優
良
賞

誰
よ
り
も
貴き

み男
に
見
せ
た
き
木
蓮
は
透
間
な
く
咲
き
足
み
な
止
め
る

仲
間　
扶
美
さ
ん（
麓
地
区
）

⃝
佳
作夫

と
子
は
単
身
赴
任
を
語
り
お
り
ほ
ろ
酔
い
の
背
中
丸
く
な
り
ゆ
く

小
森　
愛
子
さ
ん（
麓
地
区
）

一
般
の
部
・
題
詠「
水
」

⃝
佳
作採

算
の
取
れ
な
い
米
と
知
り
な
が
ら
春
田
を
起
し
水
を
引
き
お
り

畠
中　
征
郎
さ
ん（
古
屋
地
区
）

静
か
な
る
水
平
線
に
沈
む
陽
を
眺
む
る
母
に
し
ば
し
寄
り
添
ふ

柿
内　
芳
子
さ
ん（
麓
地
区
）

気
に
入
り
の
着
物
の
色
は
水
浅
葱 

紅
注
す
こ
と
の
な
き
母
な
り
き

小
森　
愛
子
さ
ん（
麓
地
区
）

雨
多
き
と
き
に
「水
無
月
」訳
調
べ
水
を
田
に
注
そ
ぐ
水
の
月
な
り

竹
下　
恭
子
さ
ん（
南
麓
地
区
）
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綾町のお知らせ&情報[2月]

お
知
ら
せ

水
質
検
査
の
お
知
ら
せ

◎
水
質
検
査
日
／
2
月
23
日（
火
）

◎
検
査
手
数
料
／
5
4
0
0
円

　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
22
日

（
月
）ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場

に
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
上
下
水
道
係

☎
77
－
3
4
6
7

下
水
・
排
水
設
備
の
点
検

商
法
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
昨
年
12
月
、
町
内
で
下
水
・
排

水
設
備
の
点
検
を
し
な
い
か
と
業

者
が
訪
問
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い

て
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
役
場
で
は
業
者
に
戸
別
訪
問
点

検
を
依
頼
し
て
お
り
ま
せ
ん
。　

　
不
安
を
あ
お
ら
れ
た
り
、
せ
か

さ
れ
た
り
し
て
も
、
そ
の
場
で
契

約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
必
要
な
契
約
で
あ
っ
て
も

即
断
・
即
決
は
せ
ず
、
必
ず
誰
か

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
上
下
水
道
係

☎
77
－
3
4
6
7

年
に
1
回
は

土
の
健
康
診
断
を
!

　

野
菜
や
果
樹
、
米
な
ど
の
作
物

や
花
は
、
土
壌
か
ら
水
と
栄
養
を

吸
収
し
太
陽
の
光
を
浴
び
て
、
花

を
咲
か
せ
実
を
実
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

自
然
生
態
系
農
業
を
実
践
し
、

健
康
な
農
産
物
や
花
を
生
産
す
る

に
は
、
健
全
な
土
づ
く
り
が
基
本

で
す
。
作
物
や
花
の
種
、
苗
を
植

え
る
前
に
、
土
壌
の
栄
養
状
態
を

把
握
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
管
理

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

有
機
農
業
開
発
セ
ン
タ
ー
で

は
、
土
壌
の
養
分
分
析
や
土
壌
診

断
を
実
施
し
、
作
物
の
生
育
に
適

し
た
施
肥
管
理
の
助
言
を
し
て
い

ま
す
。
土
壌
診
断
を
希
望
す
る
人

は
、
土
壌
の
取
り
方
な
ど
担
当
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

農
林
振
興
課（
土
壌
分
析
担
当
）

☎
77
－
0
1
0
0

農
地
の
あ
っ
せ
ん

　
農
業
委
員
会
で
は
、農
地
の
あ
っ

せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
新

た
に
あ
っ
せ
ん
の
申
し
出
が
あ
っ

た
土
地
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⃝
宮
谷
地
区
／
田
63
ア
ー
ル
、
畑

8
ア
ー
ル

⃝
中
堂
地
区
／
田
8
ア
ー
ル

⃝
二
反
野
地
区
／
畑
61
ア
ー
ル

⃝
北
麓
地
区
／
田
23
ア
ー
ル

⃝
割
付
地
区
／
畑
24
ア
ー
ル

　
な
お
、農
地
を
購
入
す
る
場
合
、

譲
り
受
け
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
2
月
10
日（
水
）ま

で
に
各
地
区
農
業
委
員
ま
た
は
農

業
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

農
林
振
興
課
☎
77
－
0
1
0
0

求　
人

綾
幼
稚
園
の
調
理
員

◎
人
数
／
3
人

◎
業
務
内
容
／
給
食
の
調
理
全
般

（
発
注
業
務
含
む
）

◎
勤
務
日
数
／
月
18
日
程
度

（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
・
日

曜
祝
日
は
休
み
）

◎
勤
務
時
間
／
午
前
8
時
〜
午

後
3
時（
休
憩
時
間
60
分
）

◎
時
給
／
7
5
0
円

◎
条
件
／
年
齢
不
問
、
調
理
経
験

者
は
優
遇

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

みなさまのあたたかい善意に感謝します
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

11
月
26
日
～
12
月
25
日
受
付
分

［
一
般
寄
付
］

寄
付
者
／
物
品（
地
区
名
）

長
池　
恒
夫
／
野
菜（
神
下
）

大
隈　
好
剛
／
野
菜（
立
町
）

前
田　
晃
一
／
果
物（
南
麓
）

北
野　
則
男
／
野
菜（
宮
谷
）

綾
町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
／

　
ほ
う
き
、
タ
オ
ル

N
P
O
法
人
ほ
と
く
り
会
代
表	

　
吉
田 

育
弘
／

　
金
一
封（
国
富
町
）

［
忌
明
寄
付
］

寄
付
者
／
物
故
者（
地
区
名
）

椎
葉　
清
人
／
ヲ
タ
ミ（
西
中
坪
）

福
永
ユ
リ
子
／
春
夫（
昭
和
）

谷
口　
祥
子
／
壽
子（
西
中
坪
）

松
本　
美
子
／
義
弘（
南
麓
）

六
山　
鉄
夫
／
一（
麓
）

山
﨑　
輝
雄
／
江
美
子（
尾
立
）

西
郷　
美
穗
／
親
憲（
中
堂
）

東　
　
久
義
／
十
四
日（
南
麓
）

津
隈　
　
守
／
榮（
昭
和
）

福
田　
正
照
／
正
敏（
昭
和
）

綾
町
育
英
会

11
月
27
日
～
12
月
27
日
受
付
分

［
忌
明
寄
付
］

寄
付
者
／
物
故
者（
地
区
名
）

松
本　
美
子
／
義
弘（
南
麓
）

福
田　
正
照
／
正
敏（
昭
和
）

善
意
の
寄
付
・
寄
贈

［
敬
称
略
］

　歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
へ
の

　
　
　
　ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

12
月
１
日
か
ら
行
っ
た「
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
」で

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
各
事
業
所
、
小
・
中
学
校
、

高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど

の
団
体
か
ら
多
数
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

募
金
に
よ
り
、
障
が
い
の
あ

る
人
や
町
内
の
福
祉
施
設
な

ど
の
慰
問
活
動
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
へ
お
せ
ち
料
理
の

お
届
け
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
活
動
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

綾
町
共
同
募
金
委
員
会

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
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綾町のお知らせ&情報[2月]

■
問
い
合
わ
せ
先
／

文
化
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
業
務

部
給
食
業
務
課
・
池
田

☎
50
－
9
2
0
0

相　
談

特
設
人
権
相
談

　
人
権
問
題
で
お
困
り
の
人
や
心

配
ご
と
が
あ
る
人
は
遠
慮
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
同
日
電
話
相
談
も
行
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
／
2
月
19
日（
金
）午
前

10
時
〜
午
後
3
時

◎
場
所
／
綾
町
公
民
館
2
階

◎
担
当
者
／

綾
町
人
権
擁
護
委
員　
早
川
ゆ
り

綾
町
人
権
擁
護
委
員　
中
村
清
久

◎
電
話
相
談
／

☎
0
9
0
－
3
7
3
2
－
1
5
6
9

⃝
常
駐
人
権
相
談
所

宮
崎
地
方
法
務
局（
☎
22
－

5
1
2
4
）で
は
平
日
の
午
前

9
時
〜
午
後
4
時
ま
で
随
時

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
－
3
4
6
6

労
働
相
談
会

　
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者

と
使
用
者
と
の
間
の
労
働
問
題
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

労
働
問
題
の
こ
と
な
ら
何
で
も
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
期
間
は
平
日
夜
間
、

土・日
曜
も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

◎
日
時
／
2
月
15
日（
月
）
〜
21

日（
日
）

※
土
・
日
曜
は
事
前
に
電
話
連
絡

が
必
要

◎
対
象
／
県
内
の
事
業
所
に
勤
務

す
る
労
働
者
及
び
使
用
者

◎
相
談
方
法
／

・
電
話　
26
－
7
5
3
8

・
面
談　
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
県
庁
3
号
館
6
階
）

・
F
A
X　
20
－
2
7
1
5

・
メ
ー
ル

rohdohi@
pref.m

iyazaki.lg.jp

（
県
労
働
委
員
会
）

募　
集

福
祉
バ
ザ
ー
に
ご
協
力
を

　　
2
月
14
日（
日
）に
開
催
予
定

の
綾
町
公
民
館
・
社
会
福
祉
・
青

少
年
健
全
育
成
町
民
大
会
の
終
了

後
、福
祉
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

バ
ザ
ー
の
益
金
は
社
会
福
祉
の
た

め
に
使
わ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
バ
ザ
ー
用
品
受
付
／
2
月
12

日（
金
）ま
で

◎
受
付
窓
口
／

・
役
場
福
祉
保
健
課

☎
77
－
1
1
1
4

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
う
る
お
い
の
里

☎
77
－
3
0
6
6

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
77
－
2
0
0
5

・
高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
77
－
1
1
3
3

木
こ
り
体
験
の
参
加
者
募
集

　
照
葉
樹
林
の
保
全
・
復
元
を
目

指
す「
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」で
行
う
間
伐
作
業
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
宮
崎
森
林
管

理
署
職
員
の
指
導
で
、
の
こ
ぎ
り

を
使
っ
て
ヒ
ノ
キ
を
切
り
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
体
験
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
／
2
月
13
日（
土
）午
前

8
時
45
分
ま
で
に
川
中
自
然
公

園
集
合
、
午
後
12
時
30
分
解
散

◎
間
伐
場
所
／
綾
町
中
尾
国
有
林

◎
対
象
／
小
学
5
年
生
以
上（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

◎
定
員
／
30
人

◎
参
加
料
／
無
料

◎
申
込
方
法
／
電
話
、
F
A
X
、
E

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
2
月
1
日

（
月
）ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

◎
服
装
・
持
ち
物
／
長
袖
、
長
ズ

ボ
ン
、
滑
り
に
く
い
靴
、
軍
手
、

タ
オ
ル

※
雨
具
や
飲
み
物
、
防
寒
対
策
は

各
自
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い

◎
備
考
／
雨
天
の
場
合
は
別
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

て
る
は
の
森
の
会

☎
35
－
7
2
8
8

F
A
X
35
－
7
2
8
9

E
メ
ー
ル 

teruha@
m

iyazaki-catv.ne.jp

森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
?

　
町
民
向
け
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
体
験

で
き
る
よ
う
に
、
町
民
特
別
料
金

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◎
コ
ー
ス
／
川
中
自
然
公
園
コ
ー

ス
ま
た
は
綾
神
社
周
辺
コ
ー
ス

◎
参
加
料
／
ひ
と
り
5
0
0
円

◎
対
象
／
綾
町
在
住
者

◎
時
間
／
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

◎
集
合
場
所
／
綾
町
役
場
裏
駐
車
場

◎
申
込
方
法
／
希
望
日
と
人
数
、

コ
ー
ス
な
ど
を
希
望
日
の
3

日
前
ま
で
に
電
話
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い（
距
離
や
内
容
の
相

談
可
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

森
林
セ
ラ
ピ
ー
推
進
協
議
会
事

務
局（
農
林
振
興
課
内
）

☎
77
－
0
1
0
0

綾
町
育
英
会
奨
学
生
募
集

　
平
成
28
年
度
の
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

◎
対
象
／

⃝
綾
町
居
住
者

⃝
有
能
な
資
質
が
あ
り
、
向
学
心

に
富
み
、
心
身
共
に
健
全
で
あ

る
人

⃝
保
護
者
に
各
種
の
税
の
滞
納
が

無
い
こ
と（
保
護
者
の
所
得
証

明
書
添
付
）

◎
保
証
人
／

⃝
保
護
者
と
は
別
の
生
計
を
営
む

者
で
、
原
則
と
し
て
町
内
に
住

所
を
有
す
る
人

⃝
年
齢
が
奨
学
資
金
申
請
年
度
末

時
点
で
、
満
65
歳
以
内
の
人

⃝
各
種
の
税
の
滞
納
が
無
い
人

◎
貸
付
金（
無
利
子
）
／

①
大
学
生（
短
大
、
専
修
学
校
、
各
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種
学
校
含
む
）月
額
3
万
円

②
私
立
高
校
生　
月
額
2
万
5
千
円

③
公
立
高
校
生　
月
額
2
万
円

④
交
通
費
貸
付（
高
校
生
）月
額

1
万
円

※
奨
学
資
金
へ
の
上
乗
せ
可

⑤
入
学
支
度
金
貸
付（
綾
小
中
学

校
入
学
前
に
2
万
円
程
度
を

貸
付
、
入
学
後
に
就
学
援
助
費

で
返
済
、
保
証
人
不
要
）

◎
返
済
方
法（
入
学
支
度
金
貸
付

を
除
く
）
／
貸
付
終
了
の
6

カ
月
後
か
ら
、
貸
付
期
間
の

2
倍
の
期
間
で
返
済

◎
提
出
書
類
／
奨
学
生
願
書
、
奨

学
生
推
薦
調
書
、
前
年
度
分
所

得
証
明
書

◎
申
込
期
限
／
3
月
25
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

教
育
総
務
課
☎
77
－
1
1
8
3

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
大
会
の
参
加
者
募
集

◎
日
時
／
2
月
23
日（
火
）、
24

日（
水
）午
後
7
時
30
分
〜

◎
場
所
／
綾
て
る
は
ド
ー
ム

◎
参
加
資
格
／
綾
町
在
住
者（
高

校
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◎
チ
ー
ム
編
成
／

〔
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
〕

6
人
制
で
コ
ー
ト
内
は
男
女

混
合

〔
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
部
〕

4
人
制
で
男
女
の
別
お
よ
び

年
齢
制
限
な
し（
競
技
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
地
区
編
成
の

3
部
門
）

◎
安
全
保
険
料
／
1
チ
ー
ム
千
円

◎
申
込
方
法
／
安
全
保
険
料
を
添

え
て
、
て
る
は
ド
ー
ム
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

◎
申
込
締
切
／
2
月
16
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

て
る
は
ド
ー
ム

☎
77
－
1
1
1
5

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
物

綾
町
公
民
館
・
社
会
福
祉

青
少
年
健
全
育
成
町
民
大
会

　

綾
町
公
民
館
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
出
席
を
お

願
い
し
ま
す
。
手
話
通
訳
が
あ
り

ま
す
。

◎
日
時
／
2
月
14
日（
日
）午
前

9
時
〜

◎
場
所
／
綾
町
公
民
館
文
化
ホ
ー
ル

◎
大
会
テ
ー
マ
／
「
さ
ら
な
る
住

民
参
画
と
協
働
に
よ
る
自
治
の

発
展
を
目
指
し
て
」〜
ふ
れ
あ
い・

学
び
あ
い
・
支
え
あ
い
の
自
治

公
民
館
活
動
発
足
50
周
年
〜

◎
主
な
内
容
／
表
彰
式
、
報
告
、

実
践
発
表
、
講
演

◎
基
調
講
演
／
「〈
社
会
〉を
つ
く

る
学
び
―
公
民
館
の
新
た
な
役

割
を
考
え
る
―
（
仮
題
）」東
京

大
学
大
学
院
教
育
研
究
学
科
教

授
・
牧
野
篤
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
課
☎
77
－
1
1
8
3

地
域
づ
く
り
教
育
講
演
会

　
教
育
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
っ
て

地
域
の
魅
力
化
に
挑
戦
し
て
い
る

島
根
県
海
士（
あ
ま
）町
の
事
例
を

参
考
に
、
持
続
可
能
な
社
会
を
つ

く
る
取
り
組
み
を
学
び
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◎
日
時
／
2
月
26
日（
金
）午
後

6
時
開
場
、
午
後
6
時
30
分

〜
8
時

◎
場
所
／
綾
町
公
民
館
文
化
ホ
ー
ル

◎
演
題
／
「
地
域
の
担
い
手
を
育

て
る
〜
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
事
例
か
ら
〜
（
仮
題
）」

◎
講
師
／
隠
岐
國
学
習
セ
ン
タ
ー

長
・
豊
田
庄
吾
さ
ん

◎
参
加
料
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先
／

教
育
総
務
課
☎
77
－
1
1
8
3

川
中
神
社
梅
ま
つ
り

　
梅
園
の
広
が
る
川
中
神
社
で
梅

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
神
事

の
後
は
作
り
た
て
の
寄
せ
豆
腐
な

ど
が
並
ぶ
直
会
も
あ
り
ま
す（
要

参
加
費
）

◎
日
時
／
2
月
21
日（
日
）午
前

10
時
30
分
〜

■
問
い
合
わ
せ
先
／

産
業
観
光
課
☎
77
－
3
4
6
4

お
も
ち
ゃ
病
院
あ
や
開
院

　
修
理
し
た
い
お
も
ち
ゃ
が
あ
る

人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
／
2
月
20
日（
土
）午
後

1
〜
4
時

※
偶
数
月
の
第
3
土
曜
に
開
院

◎
場
所
／
綾
町
児
童
館

◎
料
金
／
無
料
で
す
が
、
部
品
や

電
池
の
交
換
が
必
要
な
場
合
は

実
費
が
必
要

■
問
い
合
わ
せ
先
／

お
も
ち
ゃ
病
院
み
や
ざ
き
会
員

大
澤
昇

☎
0
9
0
－
8
8
4
0
－
4
9
4
9

綾
ふ
れ
あ
い
館
情
報

［
R
U
I
☆
工
房
展
示
会
］

綾町のお知らせ&情報[2月]

◎
期
間
／
2
月
1
日（
月
）
〜

7
日（
日
）午
前
9
時
〜
午
後

5
時
30
分（
最
終
日
は
4
時

ま
で
）

◎
内
容
／
ビ
ー
ズ
、
天
然
石
を

使
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
展
示

販
売

［
雛
山
カ
フ
ェ
］

◎
期
間
／
2
月
20
日（
土
）
〜

3
月
3
日（
木
）午
前
9
時

〜
午
後
5
時
30
分

◎
内
容
／
雛
山
ま
つ
り
の
期
間
に

合
わ
せ
て
、
コ
ー
ヒ
ー
や
軽
食

な
ど
を
提
供

［
綾
雛
山
テ
ン
ト
村
］

◎
日
時
／
2
月
20
日（
土
）、
21

日（
日
）、27
日（
土
）、28
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

◎
内
容
／
ふ
れ
あ
い
館
前
広
場
で

食
品
や
雑
貨
な
ど
の
商
品
が
並

ぶ
テ
ン
ト
村
を
開
催

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

［
常
設
］

⃝
綾
工
芸
ギ
フ
ト
の
店
ど
ん
ぐ
り

⃝
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
お
茶
が
飲

め（
無
料
）、
お
弁
当
な
ど
も
食

べ
ら
れ
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
ふ
れ
あ
い
館
☎
30
－
7
2
7
0

綾町のお知らせ&情報[2月]
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成
人
式

　  
～
大
人
の
自
覚
を
胸
に

　
平
成
28
年
の
成
人
式
は
1
月
3
日
、

町
公
民
館
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
成
人
を
迎
え
た
63
人
が
華
や
か
な

振
り
袖
や
袴
、
ス
ー
ツ
を
身
に
付
け
、

友
人
た
ち
と
記
念
撮
影
を
す
る
な
ど
し

て
再
会
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
成
人
証

書
が
手
渡
さ
れ
た
あ
と
、
新
成
人
を
代

表
し
て
丸
毛
勇
生
さ
ん（
南
麓
地
区
）が

「
大
人
の
自
覚
を
胸
に
、
困
難
な
こ
と

が
あ
っ
た
ら
こ
こ
に
い
る
仲
間
を
支
え

に
乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
」と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　
新
成
人
は
、
会
場
に
集
ま
っ
た
自
治

公
民
館
長
や
団
体
関
係
者
、
小
・
中
学

校
時
代
の
恩
師
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
家

族
か
ら
の
あ
た
た
か
い
お
祝
い
と
激
励

の
言
葉
を
受
け
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表

情
で
大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

63 人の新成人の晴れ姿63 人の新成人の晴れ姿

恩師の先生方から
あたたかいお祝いの言葉が掛けられました

恩師の先生方から

笑顔があふれた
成人式のひとコマ

晴れ着に身を包んで再会を喜ぶ新成人の皆さん
成人証書を笑顔で受け取る
漆島宏哉さん（宮原地区）

新成人を代表して
答辞を述べた

丸毛勇生さん（南麓地区）

新成人を代表して緊張の面持ちで
ステージに上がった

南優輝さん（北麓地区）

緊張の面持ちで

aya style　18



　綾町高年者クラブから、手づく
りのぞうきん 535 枚と竹ぼうき
63 本が寄贈され、役場や小・中
学校、町公民館などの施設に配布
されました。ありがとうございま
した。
　環境美化やユネスコ エコパーク
にふさわしい美しい景観づくりの
ため、大切に使わせていただきます。

　11 月 3 日、宮崎市の県総合運
動公園で第 26 回宮崎県ジュニア
陸上競技大会が開催されました。
各競技で優秀な成績を収められた
選手の皆さんを紹介します。大会
結果は下記のとおりです。

2 位  80m 木下 陽菜（小 1・麓地区）
3 位  ボーテックススロー 菊池 蓮   （小 6・昭和地区）
4 位  80m 山本 泰雅（小 1・麓地区）
　　  走り幅跳び 山本 彩夏（小 5・上畑地区）
6 位  100m 山本 達春（小 5・麓地区）

　11 月 20 日、東京都・日比谷
公会堂で平成 27 年度全国社会福
祉大会が開催され、坂田正夫さん

（南麓地区）が共同募金運動奉仕功
労者として表彰されました。おめ
でとうございます。
　同大会では、厚生労働大臣、全
国社会福祉協議会会長、中央共同
募金会会長から、従事年数 15 年
以上など永年地域福祉活動に尽力
され、その功績が顕著である方々
に表彰状が贈呈されました。

　11 月 19 日、鹿児島県志布志
運動公園で「第 9 回さんふらわあ
志布志交流全国グラウンド・ゴル
フ大会」が開催されました。
　222 チーム 1,112 人が参加し
て行われた今大会で、海老原正利
さん（神下地区）、川越聖さん（西
中坪地区）、甲斐大光さん（杢道地
区）、髙橋武彦さん（麓地区）、和
泉千代子さん（同）が、団体 3 位
に入賞されました。今後ますます
の活躍を期待します。

　公平委員会は、公務員の不利益
処分に対する不服申し立てなどを
審査する機関です。綾町の公平委
員会は 3 人の委員で運営されて
おり、そのうち任期満了に伴う委
員の選任で、川越聖さん（西中坪
地区）が再任されました。
　川越さんは平成 15 年の就任以
来、綾町公平委員会委員長や県町
村公平委員会連合会会長などを歴
任されています。今後ますますの
活躍を期待します。

Aya Town News ［まちの話題］

県市町村対抗
駅伝競走大会

　1 月 11 日、県庁前をスター
ト・ゴール地点に「第 6 回宮崎県
市町村対抗駅伝競走大会」が開催
され、26 市町村 42 チームが参
加しました。小学生から一般まで
が 12 区間 39.2㎞を駆け抜けま
した。綾町のタイムは 2 時間 18
分 2 秒で町村の部では 23 チーム
中 12 位。昨年より 50 秒以上も
タイムを縮めました。一人ひとり
が全力を出し切り、最後までタス
キを繋ぐことができました。

高年者クラブ
竹ぼうきなどを贈呈

県ジュニア陸上競技大会
上位入賞 

全国社会福祉大会
坂田正夫さんが表彰

志布志交流
全国グラウンド・ゴルフ大会

公平委員に
川越聖さんを選任
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こんな場面であなたもマイナンバーを使います。
　学生
　　→	奨学金の申請時、勤労学生の控除手続き
　主婦・保護者
　　→	出産育児一時金や育休の申請時、児童手当の申請時
　従業員
　　→	扶養控除等（異動）申告書など会社に提出する税務関係書類、
　　　	健康保険や雇用保険、年金などの手続き
　高齢者・障がい者
　　→	年金給付の手続き、介護の手続き、災害時の支援利用時

　外国人（中長期在留者、特別永住者など）
　　→	税や社会保障などの手続き

マイナンバーの問い合わせ先 / マイナンバー総合フリーダイヤル　☎ 0120-950-178
（平日 9:30 〜 22:00、土・日・祝 9:30 〜 17:30）

１月から、社会保障・税・災害対策の行政手続きで
　　　　　　　　マイナンバーの利用が始まっています

マイナンバーに便乗した不正な勧誘や情報取得などにご注意ください！

現住人口調査（平成28年1月1日現在）

総数:7,278人（-20）／世帯数:2,932戸（-8）
男:3,402人（-8）／女:3,876人（-12）

［転入14人、転出28人、出生4人、死亡10人］※（　）は前月比

寄付金額／1,304,495,483円
寄付者数／81,160人
※平成27年４月１日〜12月31日の合計

綾町の
人口

ふるさと
納税

広報あや「Aya	Style」3月号の配布日（各地区配布担当者への配達日）は、2月26日（金）の予定です。
各世帯（自治公民館組織加入者のみ）へは、2月26日（金）~29日(月）の期間に配布される予定です。
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綾町は「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています。

材料（2 人分）
■豚肩ローススライス ………6 枚
■とろけるスライスチーズ …2 枚
■マヨネーズ ……………大さじ 2
■塩こしょう …………………少々

■キャベツ ……………………適量
■ミニトマト …………………適量
■揚げ油 ………………………適量

① 豚スライスに、塩こしょうをする。
② マヨネーズを肉の両面に薄く伸ばしつける。とろけるチーズは半分に切っておく。
③ 豚スライス、チーズ、豚スライス、チーズ…と重ねる。
④ 小麦粉、溶き卵、パン粉をつけ、香ばしく揚げる。
⑤ たっぷりの野菜と一緒に召し上がれ。

　「疲労回復ビタミン」と呼ばれるビタミン B1 が多く含まれる豚肉は、
糖質の代謝促進や美肌づくりに効果があります。ビタミン B1 は水に溶
けやすい性質があるので、揚げたり炒めたりする調理法がおススメです。
　綾町産の照葉豚は締まりがよく、臭みやアクが出ないのが特徴。濃厚
な味わいの肩ロースを使った、栄養満点のメニューを紹介します。

綾照葉トンカツ綾どれ
簡単レシピ

監修：田代はま子（野菜ソムリエ）

作
り
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